
和
五
十
二
年
に
新
た
に
公
布
し
、
地
方
競
馬
の
施
行
管
理
体
制
の
改
善
強
化
を
図
っ
た
。
翌
昭
和
五
十
三
年
に
は
、
競
争
の
公

平
を
期
す
る
た
め
、馬
に
対
す
る
禁
止
薬
物
に
関
す
る
規
定
を
新
た
に
追
加
し
た
。
ま
た
五
十
四
年
に
は
、自
治
省
に
よ
る
「
競

技
の
施
行
体
制
の
確
立
、
お
よ
び
収
益
の
均
て
ん
化
の
た
め
、
競
馬
場
ま
た
は
都
道
府
県
ご
と
に
一
部
事
務
組
合
を
設
け
て
施

行
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」
と
の
指
導
を
受
け
、
そ
れ
ま
で
兵
庫
県
、
尼
崎
市
、
姫
路
市
な
ど
各
自
治
体
が
個
別
に
実
施
し
て

い
た
競
馬
を
一
組
合
に
よ
り
開
催
す
る
こ
と
と
し
、
五
十
五
年
に
兵
庫
県
競
馬
組
合
を
設
立
し
た
。
県
は
、
県
営
競
輪
を
廃
止

し
て
い
た
が
、
地
方
競
馬
に
つ
い
て
は
運
営
体
制
の
再
編
を
通
し
て
競
争
の
不
正
問
題
に
対
応
し
、
存
続
さ
せ
た
。

第
四
節
　
地
方
自
治
体
に
よ
る
積
極
的
な
国
際
交
流
の
は
じ
ま
り

一
　
国
際
交
流
の
進
化
と
拡
大

自
治
体
間
国
際

交
流
の
体
制
整
備

一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
、
地
方
自
治
体
と
世
界
各
国
の
都
市
、
州
・
県
と
の
姉
妹
提
携
の
動
き
が
少
し

ず
つ
広
が
り
始
め
た
。
き
っ
か
け
の
一
つ
に
な
っ
た
の
は
、
米
国
政
府
が
昭
和
三
十
一
（
一
九
五
六
）
年

か
ら
本
格
的
に
開
始
し
た
〝People-to-People Program
〟
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
当
時
の
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
は
、

相
互
理
解
の
推
進
が
平
和
の
基
礎
と
な
り
、
世
界
の
人
々
に
米
国
の
よ
い
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
こ
と
が
共
産
主
義
陣
営
に
対
抗

す
る
手
段
に
な
る
と
の
観
点
か
ら
、
市
民
の
草
の
根
の
交
流
を
促
進
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
た
。
人
的
交
流
や
文
化
交
流
、

出
版
、
映
画
な
ど
に
加
え
て
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
事
業
の
一
つ
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
が
姉
妹
都
市
提
携
で
あ
っ
た
。
以
後
、
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米
国
の
州
政
府
・
都
市
に
は
姉
妹
提
携
が
奨
励
さ
れ
、
そ
の
数
は
一
九
五
六
年
か
ら
の
お
よ
そ
一
〇
年
間
で
四
〇
件
か
ら
三
五

〇
件
（
五
八
カ
国
）
に
急
増
し
た
。

　
兵
庫
県
が
昭
和
三
十
八
年
十
月
に
米
国
・
ワ
シ
ン
ト
ン
州
と
の
間
で
締
結
し
た
姉
妹
提
携
は
、
こ
う
し
た
潮
流
を
背
景
に
生

ま
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
県
に
先
立
っ
て
神
戸
市
は
ワ
シ
ン
ト
ン
州
シ
ア
ト
ル
市
（
昭
和
三
十
二
年
十
月
）
と
、
西
宮
市
は
同
州

ス
ポ
ー
ケ
ン
市
（
三
十
五
年
十
月
）
と
そ
れ
ぞ
れ
姉
妹
都
市
提
携
を
結
ん
で
い
る
。
神
戸
市
に
は
米
国
領
事
館
（
昭
和
三
十
六
年

に
総
領
事
館
に
昇
格
）
が
置
か
れ
て
お
り
、
神
戸
市
や
兵
庫
県
と
米
国
政
府
機
関
の
間
に
日
常
的
に
交
流
が
存
在
し
た
こ
と
も
見

逃
せ
な
い
。
そ
の
一
つ
、
神
戸
ア
メ
リ
カ
文
化
セ
ン
タ
ー
館
長
の
マ
イ
ケ
ル
・
Ｄ
・
ブ
ラ
ウ
ン
の
提
案
か
ら
兵
庫
県
と
ワ
シ
ン

ト
ン
州
の
姉
妹
提
携
は
始
ま
っ
た
。
神
戸
市
と
西
宮
市
の
姉
妹
都
市
提
携
の
縁
に
加
え
て
、
両
県
州
に
は
海
に
開
か
れ
た
土
地
、

産
業
構
造
や
変
化
に
富
ん
だ
自
然
風
土
な
ど
共
通
点
が
多
く
あ
っ
た
こ
と
が
、
協
定
締
結
を
後
押
し
し
た
。

　
こ
れ
を
端
緒
と
し
て
、
兵
庫
県
は
世
界
各
地
と
の
姉
妹
交
流
提
携
を
少
し
ず
つ
広
げ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
昭
和
四
十
四
年

四
月
に
ソ
連
・
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
州
と
の
間
で
友
好
と
交
流
に
関
す
る
共
同
声
明
を
発
表
、
翌
年
五
月
に
は
ブ
ラ
ジ
ル
・
パ
ラ
ナ

州
と
の
間
で
友
好
協
力
協
定
を
結
ん
だ
。
前
者
は
、
昭
和
四
十
一
年
に
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
市
で
行
わ
れ
た
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
日
本
沿

岸
貿
易
見
本
市
に
兵
庫
県
の
企
業
が
参
加
し
、
そ
の

際
に
副
知
事
の
坂
井
時
忠
が
同
地
を
訪
問
し
た
こ
と

が
契
機
と
な
っ
た
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
パ
ラ
ナ
州

議
会
が
昭
和
四
十
三
年
六
月
に
「
世
界
に
例
の
な
い

日
系
人
」
を
称
賛
す
る
議
決
文
を
採
択
し
た
こ
と
を

写真 162　�ブラジル・パラ
ナ州との姉妹提
携を報じる新聞
（神戸新聞 昭
和45（1970）年
4月26日）
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き
っ
か
け
に
、
兵
庫
県
と
パ
ラ
ナ
州
と
の
交
流
が
始
ま
っ
た
。
後
述
の
よ
う
に
、
こ
の
頃
か
ら
日
本
と
ブ
ラ
ジ
ル
が
経
済
協
力

関
係
を
強
化
し
て
い
た
こ
と
も
、
友
好
協
力
関
係
の
構
築
を
促
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
芦
屋
市
と
米
国
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
モ
ン
テ
ベ
ロ
市
（
昭
和
三
十
六
年
）、
姫
路
市
と
ベ
ル
ギ
ー
の
シ
ャ
ル
ル
ロ
ア
市
（
四

十
年
）
な
ど
、
県
内
の
各
市
と
世
界
各
地
の
都

市
と
の
姉
妹
都
市
協
定
も
増
え
て
い
っ
た
。
西

脇
市
と
ワ
シ
ン
ト
ン
州
レ
ン
ト
ン
市
（
昭
和
四

十
四
年
）、
加
古
川
市
と
パ
ラ
ナ
州
マ
リ
ン
ガ

市
（
四
十
八
年
二
月
）
の
よ
う
に
、
県
レ
ベ
ル

の
姉
妹
提
携
が
市
町
レ
ベ
ル
の
姉
妹
提
携
を
促

す
効
果
も
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
日
中

国
交
正
常
化
の
翌
年
、
昭
和
四
十
八
年
六
月
に

始
ま
っ
た
神
戸
市
と
天
津
市
と
の
間
の
友
好
都

市
提
携
は
、
日
中
間
の
自
治
体
交
流
の
先
駆
け

と
な
っ
た
。
戦
前
、
孫そ
ん
文ぶ

ん
を
は
じ
め
多
く
の
著

名
人
が
訪
れ
た
街
で
あ
り
、
対
中
貿
易
の
中
心

で
、
戦
後
も
多
数
の
華
僑
が
居
住
し
て
い
る
と

い
う
歴
史
の
重
み
は
大
き
か
っ
た
。
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地
方
自
治
体
間
の
国
際
交
流
が
増
加
す
る
に
つ
れ
て
、
こ
れ
を
支
え
る
地
方
自
治
体
の
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
。
昭
和

四
十
六
年
、
知
事
の
坂
井
の
方
針
に
よ
っ
て
県
職
員
の
海
外
研
修
事
業
が
始
ま
っ
た
の
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
職
員
に
世
界
各

国
の
動
き
や
実
情
に
触
れ
さ
せ
、
視
野
を
広
げ
る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
。
昭
和
五
十
四
年
か
ら
は
外
務
省
と
県
と
の
人
事
交

流
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

民
間
・

人
的
交
流

姉
妹
提
携
・
友
好
提
携
は
、
様
々
な
レ
ベ
ル
で
の
人
的
交
流
や
文
化
交
流
の
基
盤
と
な
っ
た
。
兵
庫
県
や
県
内

の
各
市
と
ワ
シ
ン
ト
ン
州
な
ど
と
の
間
で
は
、
知
事
を
は
じ
め
行
政
機
構
の
首
脳
レ
ベ
ル
や
職
員
、
議
員
団
、

経
済
使
節
団
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
や
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
な
ど
民
間
団
体
の
相
互
訪
問
、
大
学
・
高
校
の
教
員
や
学
生
の
教
育
・
研
究

交
流
、
美
術
展
の
開
催
な
ど
の
芸
術
交
流
が
活
発
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
ブ
ラ
ジ
ル
・
パ
ラ
ナ
州
と
の
交
流
は
、
経
済
・
技
術
協
力
の
色
彩
が
よ
り
強
い
。
独
立
回
復
か
ら
間
も
な
い
一
九
五
〇
年
代

後
半
か
ら
、
日
本
企
業
は
商
社
、
繊
維
業
、
機
械
、
製
鉄
、
造
船
な
ど
を
中
心
に
ブ
ラ
ジ
ル
に
進
出
し
て
い
た
。
一
九
六
〇
年

代
半
ば
を
迎
え
る
頃
か
ら
は
、
日
本
政
府
は
ブ
ラ
ジ
ル
を
は
じ
め
中
南
米
諸
国
の
経
済
状
況
や
開
発
に
関
心
を
向
け
、
貿
易
や

経
済
協
力
を
緊
密
化
す
る
こ
と
に
意
欲
を
み
せ
始
め
る
。
そ
れ
は
、
南
北
問
題
が
国
際
社
会
の
重
要
課
題
と
し
て
認
識
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
と
、日
本
の
経
済
大
国
化
に
伴
っ
て
発
展
途
上
国
に
対
す
る
経
済
協
力
や
政
府
開
発
援
助
（
以
下
、Ｏ
Ｄ
Ａ
）

が
増
加
し
た
と
い
う
文
脈
で
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
日
本
政
府
は
昭
和
四
十
三
年
に
無
償
資
金
協
力
を
開
始
し
、
四
十
九
年

に
は
海
外
技
術
協
力
事
業
団
と
海
外
移
住
事
業
団
を
統
合
し
て
国
際
協
力
事
業
団
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、
現
国
際
協
力
機
構
）
を
創
設
、

途
上
国
に
対
す
る
援
助
の
実
施
体
制
を
強
化
し
た
。
昭
和
五
十
四
年
に
は
Ｏ
Ｄ
Ａ
第
一
次
中
期
目
標
が
発
表
さ
れ
、
三
年
間
で

倍
増
す
る
方
針
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
ま
た
従
来
は
ア
ジ
ア
地
域
が
大
半
を
占
め
て
い
た
援
助
対
象
は
、
次
第
に
多
角
化
の
傾
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向
を
た
ど
っ
た
。

　
日
本
・
ブ
ラ
ジ
ル
間
で
は
、
昭
和
四
十
三
年
二
月
に
第
一
回
日
伯
経
済
合
同
委
員
会
が
開
催
さ
れ
（
以
後
も
お
よ
そ
二
年
に
一

回
の
ペ
ー
ス
で
開
催
）、
四
十
五
年
九
月
に
は
技
術
協
力
基
本
協
定
が
署
名
さ
れ
た
。
両
国
間
の
伝
統
的
友
好
関
係
を
強
化
し
、

か
つ
両
国
の
経
済
社
会
的
進
歩
の
た
め
に
日
本
が
ブ
ラ
ジ
ル
に
対
し
て
研
修
生
の
受
入
れ
、
専
門
家
や
調
査
団
の
派
遣
、
機
材

の
供
与
等
の
形
で
各
種
の
技
術
協
力
を
行
う
こ
と
、
ブ
ラ
ジ
ル
側
は
そ
の
協
力
の
実
効
性
を
高
め
る
よ
う
な
国
内
的
措
置
を
講

じ
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
兵
庫
県
と
パ
ラ
ナ
州
と
の
友
好
協
力
協
定
が
結
ば
れ
た
際
に
発
表
さ
れ
た
共
同
宣
言
に
、
中

堅
行
政
関
係
職
員
の
相
互
研
修
制
度
の
創
設
、
経
済
使
節
団
や
専
門
技
術
者
の
相
互
派
遣
、
パ
ラ
ナ
州
に
畜
産
改
良
技
術
研
究

施
設
を
共
同
設
置
す
る
こ
と
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
は
、
こ
う
し
た
動
き
を
反
映
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
日
系
ブ
ラ

ジ
ル
人
の
県
農
業
試
験
場
や
県
立
畜
産
試
験
場
、
県
立
繊
維
工
業
指
導
所
な
ど
で
の
研
修
事
業
な
ど
、
協
定
と
共
同
宣
言
に
基

づ
い
た
交
流
が
両
県
州
間
で
は
活
発
に
展
開
さ
れ
た
。
更
に
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
活
用
し
て
、
パ

ラ
ナ
州
の
州
都
ク
リ
チ
バ
の
日
伯
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
建
設
に
協
力
し
た
（
昭
和
五
十

八
年
七
月
完
成
）。

　
昭
和
四
十
六
年
度
か
ら
は
、
兵
庫
県
は
外
務
省
地
方
公
共
団
体
補
助
金
（
地
方
公
共

団
体
の
実
施
す
る
技
術
研
修
員
受
入
事
業
に
対
す
る
国
庫
補
助
金
制
度
）
の
交
付
を
受
け
、
海

外
技
術
者
研
修
員
の
受
入
れ
を
開
始
し
た
。
開
発
途
上
国
か
ら
中
堅
技
術
者
を
技
術
研

修
員
と
し
て
受
け
入
れ
、「
必
要
な
技
術
の
習
得
お
よ
び
兵
庫
県
民
と
の
接
触
を
通
じ

て
そ
の
研
修
員
の
属
す
る
国
の
発
展
に
寄
与
す
る
人
材
を
育
成
し
、
兵
庫
県
な
ら
び
に

写真 163　海外技術研修員の修了式
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日
本
国
と
出
身
国
と
の
友
好
関
係
増
進
と
世
界
平
和
に
寄
与
す
る
」
こ
と
を
目
的
と
す
る
事
業
で
あ
る
（『
国
際
交
流
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
』）。
兵
庫
県
は
山
梨
県
、
熊
本
県
と
と
も
に
最
初
に
こ
の
補
助
金
を
利
用
し
た
県
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
前
述
の
ブ
ラ
ジ
ル
・

パ
ラ
ナ
州
の
ほ
か
、
中
国
・
広
東
省
及
び
海
南
省
や
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
製
造
加
工
、
保
健
衛
生
、
農
林
水
産
等
の
部
門
の

技
術
研
修
員
が
来
県
し
、
県
の
試
験
研
究
機
関
や
民
間
企
業
等
で
技
術
研
修
を
行
っ
た
。

　
「
兵
庫
県
青
年
洋
上
大
学
」（
昭
和
四
十
六
年
開
講
）
も
こ
の
時
期
に
進
ん
だ
人
的
交
流
事
業
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
昭
和

五
十
五
年
に
は
近
畿
青
年
洋
上
大
学
に
発
展
、
県
内
の
青
年
・
学
生
の
世
界
各
地
で
の
交
流
を
可
能
と
し
た
。

国
際

会
議

大
阪
に
近
く
交
通
の
便
が
よ
い
神
戸
市
で
は
し
ば
し
ば
国
際
会
議
が
開
催
さ
れ
る
が
、
兵
庫
県
に
と
っ
て
初
め
て
の

大
規
模
な
国
際
会
議
は
、
昭
和
五
十
一
年
五
月
に
開
催
さ
れ
た
住
宅・都
市
及
び
地
域
計
画
国
際
連
合
（International 

Federation for H
ousing and Planning 

以
下
、
Ｉ
Ｆ
Ｈ
Ｐ
）
兵
庫
国
際
会
議
で
あ
っ
た
。

Ｉ
Ｆ
Ｈ
Ｐ
は
生
活
水
準
の
向
上
、
住
宅
・
都
市
の
改
良
、
都
市
・
地
域
及
び
国
土
計
画

の
理
論
と
実
践
を
研
究
し
推
進
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
国
際
機
構
で
、
当
時
の

会
長
は
都
市
計
画
の
専
門
家
で
あ
る
井い
の
上う

え

孝た
か
し
東
京
大
学
教
授
で
あ
っ
た
。
昭
和
四
十

八
年
九
月
の
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
会
議
に
知
事
の
坂
井
が
二
年
後
の
大
会
の
誘
致
を
希
望

す
る
親
書
を
送
付
し
、
兵
庫
県
が
開
催
地
に
決
定
し
た
も
の
で
あ
る
（
石
油
危
機
の
影

響
で
開
催
は
八
カ
月
延
期
さ
れ
た
）。
会
議
前
年
の
昭
和
五
十
年
十
月
か
ら
翌
年
三
月
に

か
け
て
、
県
は
三
回
に
わ
た
っ
て
「
よ
り
よ
い
居
住
環
境
へ
の
改
創
セ
ミ
ナ
ー
」
を
実

施
し
た
。
神
戸
国
際
会
館
（
神
戸
市
葺
合
区
（
現
中
央
区
））、御
堂
会
館
（
大
阪
市
東
区
（
現
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中
央
区
））、
芦
屋
ル
ナ
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
セ
ミ
ナ
ー
に
は
大
阪
、
兵
庫
の
建
設
業
協
会
や
日
本
建
築
協
会
、
兵
庫
県
宅
地
建

物
取
引
業
協
会
が
協
力
し
、
国
際
会
議
開
催
に
向
け
て
意
識
の
啓
発
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
参
加
料
は
開
催
資
金
に
充
て
ら

れ
た
。
ま
た
兵
庫
県
庁
で
は
、
副
知
事
の
楢な
ら

崎さ
き

四し

郎ろ
う

を
会
長
と
す
る
Ｉ
Ｆ
Ｈ
Ｐ
兵
庫
国
際
会
議
庁
内
推
進
委
員
会
や
建
築
部
長

を
委
員
長
と
す
る
五
・
一
八
委
員
会
（
開
会
式
及
び
特
別
本
会
議
を
主
と
し
て
担
当
）
が
設
置
さ
れ
、
全
庁
を
挙
げ
て
会
議
開
催
を

準
備
す
る
体
制
を
と
っ
た
。

　
国
内
か
ら
六
八
七
人
、
海
外
か
ら
は
二
八
カ
国
一
二
六
人
が
参
加
し
た
会
議
は
、
五
月
十
八
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
の
五
日

間
、
神
戸
文
化
ホ
ー
ル
（
神
戸
市
生
田
区
）
と
兵
庫
県
民
会
館
（
神
戸
市
生
田
区
）
を
会
場
と
し
て
行
わ
れ
た
。「
人
間
居
住
環
境

改
善
に
お
け
る
地
方
公
共
団
体
の
役
割
」
を
テ
ー
マ
に
本
会
議
と
研
究
会
で
は
様
々
な
討
議
が
展
開
さ
れ
、
最
終
的
に
は
第
一

回
国
連
人
間
居
住
計
画
会
議（
バ
ン
ク
ー
バ
ー
）に
送
る
決
議
文
を
採
択
し
て
閉
幕
し
た
。会
議
の
前
後
や
合
間
に
は
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
、
パ
ー
テ
ィ
ー
や
宝
塚
歌
劇
の
観
劇
会
、
姫
路
城
な
ど
観
光
地
の
見
学
、
神
戸
港
、
神
戸
製
鋼
所
加
古
川
工
場
、
神
戸
市
須
磨

区
の
高
倉
台
団
地
な
ど
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
視
察
、
同
伴
者
に
は
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
で
の
日
本
文
化
体
験
な
ど
が
実
施
さ
れ
た
。

二
　
外
国
人
に
開
か
れ
た
社
会
を
目
指
し
て

在
留
外
国

人
の
増
加

神
戸
港
の
開
港
以
来
、
神
戸
に
は
各
国
の
領
事
館
や
外
国
商
社
が
置
か
れ
、
阪
神
地
域
は
外
国
人
に
開
か
れ
た

街
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
と
占
領
を
経
て
昭
和
二
十
七
年
四
月
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

講
和
条
約
が
発
効
し
、
領
事
機
能
は
再
開
さ
れ
た
も
の
の
、
航
空
輸
送
の
発
達
と
と
も
に
海
上
交
通
の
比
重
が
減
少
し
た
こ
と
、

経
済
交
流
の
観
点
か
ら
西
日
本
の
中
心
都
市
で
あ
る
大
阪
に
領
事
機
能
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
神
戸
の
重
要
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性
は
相
対
的
に
失
わ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
実
際
、
昭
和
十
一
年

時
点
で
神
戸
に
三
二
存
在
し
た
領
事
館
（
総
領
事
館
一
〇
、
領
事
館
二

二
）
は
、
三
十
一
年
に
は
二
三
（
同
八
、
一
五
）
に
減
少
し
て
い
る
。

し
か
し
、
阪
神
地
域
を
中
心
に
外
国
人
学
校
や
宗
教
施
設
、
商
店
、

墓
地
、
外
国
語
の
対
応
が
可
能
な
医
療
施
設
な
ど
生
活
イ
ン
フ
ラ
が

存
在
し
、
外
国
人
に
と
っ
て
は
住
み
や
す
い
環
境
は
か
な
り
の
程
度

整
っ
て
い
た
。
神
戸
市
の
「
外
事
」
行
政
の
よ
う
に
、
行
政
も
在
留

外
国
人
へ
の
対
応
に
つ
い
て
知
識
や
経
験
を
蓄
積
し
て
い
た
。

　
一
九
五
〇
年
代
後
半
以
降
の
高
度
経
済
成
長
に
伴
っ
て
県
内
の
外
国
人
居
住
者
は
増
加
し
た
。
昭
和
三
十
一
年
九
月
時
点
で

は
六
万
三
七
九
五
人
だ
っ
た
が
四
十
年
三
月
で
七
万
一
二
九
〇
人
、
五
十
五
年
三
月
に
は
八
万
四
一
七
〇
人
と
、
約
二
〇
年
間

で
三
割
以
上
増
え
て
い
る
。
外
国
人
居
住
者
の
お
よ
そ
八
割
を
占
め
た
の
が
韓
国
・
朝
鮮
国
籍
の
人
々
で
あ
り
、
昭
和
四
十
二

年
以
降
は
そ
の
増
加
分
が
県
内
の
外
国
人
居
住
者
全
体
の
増
加
分
に
ほ
ぼ
相
当
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
県
内
で
は
中
国
人
（
約

一
〇
％
）、
ア
メ
リ
カ
人
（
約
一
・
四
％
）、
イ
ン
ド
人
（
約
一
・
〇
％
）
の
順
に
居
住
者
が
多
く
み
ら
れ
た
。

難
民
の

定
住
促
進

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ポ
ル
・
ポ
ト
政
権
成
立
及
び
サ
イ
ゴ
ン
陥
落
（
昭
和
五
十
年
四
月
）、
ラ
オ
ス
の
王
政
廃
止
・
社
会

主
義
政
権
の
樹
立
（
同
年
十
二
月
）
に
伴
う
混
乱
や
迫
害
に
よ
っ
て
、
一
〇
〇
万
人
を
超
え
る
人
々
が
難
民
化
し
、  

周
辺
諸
国
、
さ
ら
に
は
海
を
越
え
て
世
界
各
地
に
保
護
を
求
め
る
人
々
が
あ
ふ
れ
た
。
日
本
に
は
同
年
五
月
に
ベ
ト
ナ
ム
人
が

上
陸
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
こ
の
三
国
か
ら
非
正
規
移
動
者
が
入
国
し
始
め
た
。
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日
本
政
府
は
当
初
、
水
難
者
と
し
て
「
水
難
上
陸
許
可
」「
一
時
保
護
」
を
与
え
て
い
た
が
、
人
数
の
増
加
に
伴
っ
て
定
住

を
認
め
る
方
向
で
調
整
を
進
め
、
昭
和
五
十
三
年
四
月
、
ベ
ト
ナ
ム
難
民
の
定
住
許
可
が
閣
議
で
了
解
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
一
時
滞
在
者
の
う
ち
、
日
本
人
ま
た
は
日
本
に
在
住
し
安
定
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
る
外
国
人
の
配
偶
者
で
あ
る
こ
と
、

適
格
な
里
親
が
い
る
こ
と
、
安
定
し
た
職
業
に
就
き
、
か
つ
確
実
な
身
元
引
受
人
が
い
る
こ
と
の
い
ず
れ
か
の
条
件
を
満
た
す

希
望
者
に
は
定
住
が
許
可
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
先
進
国
首
脳
会
議
（
サ
ミ
ッ
ト
）
を
控
え
た
昭
和
五
十
四
年
四
月
に
は
、

ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
と
す
る
自
由
主
義
諸
国
と
協
力
す
る
姿
勢
を
打
ち
出
す
必
要
か
ら
、
五
〇
〇
人
の
定
住
枠
が
設
定
さ
れ
、

定
住
支
援
の
た
め
の
「
難
民
事
業
本
部
」
が
外
務
省
の
外
郭
団
体
、
ア
ジ
ア
福
祉
教
育
財
団
に
設
置
さ
れ
た
。

　
難
民
事
業
本
部
に
よ
る
イ
ン
ド
シ
ナ
難
民
の
定
住
促
進
事
業
の
一
環
で
、
昭
和
五
十
四
年
十
二
月
、
神
奈
川
県
大
和
市
と
と

も
に
姫
路
市
に
開
所
し
た
の
が
難
民
定
住
促
進
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。
姫
路
に
は
カ
ト
リ
ッ

ク
淳
心
会
が
一
時
滞
在
施
設
を
開
設
し
て
お
り（
同
年
九
月
）、こ
れ
に
隣
接
し
て
セ
ン
タ
ー

が
建
設
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。
平
成
八
（
一
九
九
六
）
年
に
閉
所
さ
れ
る
ま
で
の
約
二
〇
年

間
に
、
二
六
四
〇
名
（
ベ
ト
ナ
ム
人
二
二
〇
一
人
、
ラ
オ
ス
人
四
三
九
人
）
が
日
本
語
教
育
、

職
業
訓
練
、
職
業
紹
介
な
ど
の
支
援
を
受
け
た
。
イ
ン
ド
シ
ナ
難
民
の
定
住
許
可
数
は
平

成
十
七
年
ま
で
の
二
七
年
間
に
一
万
一
三
一
九
人
、
う
ち
一
四
〇
七
人
が
日
本
に
帰
化
し

て
い
る
。
難
民
の
窓
口
の
一
つ
と
な
っ
た
兵
庫
県
に
は
二
三
〇
〇
人
以
上
が
定
住
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
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